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高校家庭科における「消費者としての適切

な意思決定のプロセス」を理解させる指導の

工夫

特別研修員 寺内 幸子 （群馬県立太田東高等学校）

《研究の概要》

高校家庭科の「家庭の経済と消費」で、消費者として主体的で適切な判断ができるよう

、 「 」 、にするために 批判的思考を取り入れたワークシート 考える消費者のススメ を作成し

活用した。意思決定のプロセスを組み込んだワークシートで、主体的な判断を生徒にさせ

ながら学習を展開したことにより、生徒の消費者としての責任と望ましい消費行動への関

心が高まり、適切な意思決定のプロセスを理解することができるようになった。

【高校家庭 消費者教育 ワークシート 意思決定 批判的思考】キーワード

Ⅰ 主題設定の理由

１ 主体的に判断できる消費者教育の必要性

高等学校家庭科における「家庭の経済と消費」

では、消費生活に関する基礎的な知識を習得させ

るとともに、消費者として責任を持って主体的に

行動できるようにすることをねらいとしている。

経済活動は、生活資源の重要な要素である金銭

の動きであるが、消費活動に関する条件や価値観

は家庭によって様々であり、生徒にとって自己の

消費活動を客観的にとらえ、判断することは難し

い。この分野の教材は、視聴覚教材が多く、生徒

は受け身になりやすく、自分の生活に発展させた

考えを持たせにくい。また、講義形式の授業に偏

りやすく、知識の習得までで終わってしまうこと

が多い。

、 、しかし 現在では金融サービスの増加に伴って

高校生や高校卒業後間もない若者の金融トラブル

が増え続けている。したがって、習得した知識を

活用し、主体的な判断ができる能力を育成する消

費者教育の必要性が増していると考える。

２ 生徒の意識と実態

「 」 、家庭の経済と消費 の学習をするに当たり

消費生活に関する調査を行ったところ、以下のこ

とが分かった。

毎月のお小遣いは９割以上の生徒が 「家族か、

らもらっている」と答えている。しかし、月々決

まった金額をもらうのではなく 「必要なときに、

必要な分だけもらう」という生徒が約１割いる。

また、日常的に使っている携帯電話の料金をお小

遣いの中から払っている生徒は、１割にも満たな

い。その一方、販売信用への関心は高く 「クレ、

ジットカードを持ちたい・やや持ちたい」という

生徒は合わせて約５割いる。また、知っている消

費者金融の会社名を書かせたところ、１人あたり

平均3.7社をあげられた。このことから、生徒の

消費行動の意識は、非常に限られた範囲のもので

ある一方、繰り返し流れるテレビコマーシャルの

影響等によりイメージのみが先行している傾向に

あると考えられる。

以上のことから、消費生活の現状及び消費者の

権利と責任について具体的に理解させ、消費者と

して主体的に判断できる能力を身に付けさせるこ

とが必要であると考える。

そこで、生徒が消費活動を自分の問題としてと

、 、らえ 積極的な注意を引き出すことができるよう

自己を振り返る場面や意見発表等を取り入れた指

、 。導の工夫が必要であると考え 本主題を設定した

Ⅱ 研究のねらい

「家庭の経済と消費」の指導において、主体

的な判断を生徒にさせながら学習を展開するため

の手だてとして、意思決定に関する工夫を盛り込

んだワークシートの開発を行う。その活用を通し

て、消費者としての適切な意思決定のプロセスが

理解できるようになることを、実践を通して明ら

かにする。
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Ⅲ 研究の見通し

１ 「家庭の経済と消費」の学習に批判的思考を

取り入れ、自分の考えや行動の妥当性、理由、

動機を振り返りながら学習すれば、学習内容へ

の関心が高まり、消費者としての自覚を促せる

であろう。

２ 消費者としての主体的な判断を行う場面を設

定して、批判的な思考を取り入れて自分の考え

や判断の妥当性を検討しながら学習を展開すれ

ば、消費者としての望ましい在り方と意思決定

について関心が高まり、適切な意思決定のプロ

セスを理解することができるであろう。

Ⅳ 研究の内容

１ 消費者としての適切な意思決定のプロセスとは

本研究では 「消費者としての適切な意思決定、

のプロセス」を 「消費活動について問題意識を、

もち、商品についての正しい知識はもちろん、販

売方法や支払い方法まで十分に調査・考慮した上

、 」で 主体的に消費活動の決定をしようとすること

と位置付ける。

２ ワークシート「考える消費者のススメ」の開発

(1) ねらい

ワークシート「考える消費者のススメ」への取

、 、り組みを通して 学習内容への興味・関心を高め

基礎知識の習得、主体的な判断を理解し、適切な

意思決定の実践を目指す。

(2) 開発の視点

ア 意思決定のプロセスを理解させるため、批

判的思考を取り入れて、主体的に考えさせる

内容構成を工夫する。

イ 自分の考えや行動の妥当性、理由、動機等

を振り返って理解する場面を盛り込む。

ウ ６時間の指導時数に合わせてワークシート

を６枚作成する。

(3) 「批判的思考」とは

アメリカのポウルは、批判的思考について次の

ように述べている。

「 批判的”という言葉を使う時、それは、否“

定的な、失敗をみつけるための思考を意味するの

ではなく、理由を検討し、何が真実なのかという

正しい思慮分別と、それの評価にそって、考えて

いることと行動をあわせるための思考である（今

井光映・中原秀樹編「消費者教育論」有斐閣ブッ

クス（1994）から抜粋 。）

生徒にとって現段階での消費活動は、各自の価

値基準のみに頼っているため、それがよりよい選

択であったのか、疑問さえ持つことがない。

そのため、本研究ではこの思考パターンを取り

込んだワークシートを作成する。

(4) 内容

具体的には、図１及び次ページの図２に示すよ

うに 「ＳＣＥＮＥ （シーン）として自分の考、 」

えや行動の妥当性、理由、動機を振り返って理解

する場面を各シートに取り入れる。その上で消費

生活に関する知識を理解させ、さらに、今後の消

費者としての行動を考えさせる。

図１ ワークシートの内容

(5) 構成

ア 考える消費者のススメ①

（購入の意思決定）

イ 考える消費者のススメ②

（消費者主体であるために(1)）

ウ 考える消費者のススメ③

（消費者主体であるために(2)）

エ 考える消費者のススメ④

（消費者が生きる社会(1)）

オ 考える消費者のススメ⑤

（消費者が生きる社会(2)）

カ 考える消費者のススメ⑥

（発言する消費者へ）

(6) 「家庭の経済と消費」の指導事項と開発教

材との関連

学習指導要領と開発したワークシートの関連等

を、次ページの図３に示す。



- 3 -

図２ ワークシート「考える消費者のススメ①」

図３ 学習指導要領 (3)「消費生活と環境」の指導事項と「考える消費者のススメ」との関連

指導事項 考える消費者のススメ

① ② ③ ④ ⑤ ⑥

考えること ○社会の変化に伴う消費生活の課題 ○ ○ ○ ○

○消費者問題の発生の背景 ○

理解すること ○様々な問題が発生している消費生活の現状 ○ ○ ○

○消費者としての適切な意思決定と消費行動 ○ ○ ○ ○ ○

○キャッチセールス、マルチ商法などの問題の発生しやす ○

い販売方法

○訪問販売や通信販売などの適切な利用 ○ ○

○消費者の権利と消費者保護に関する施策 ○ ○

○消費者の選択が企業や国民経済に及ぼす影響 ○

○契約の成立要件、契約の効力、解約 ○ ○ ○

○販売信用と消費者金融の仕組みと問題点 ○ ○

○販売信用であるクレジットカードの種類と仕組み、利用 ○

上の留意事項

○多重債務や自己破産に陥る危険性 ○

できること ○消費者としての適切な判断 ○ ○ ○ ○ ○ ○

ＳＣＥＮＥ（シーン）

各シートに「ＳＣＥＮＥ」を配置する。自己を振

り返り、自分 の行動や考えの妥当性を考える場面を

設ける。これが、批判的思考のスタートとなる。

物事の本質や価値の認識

自分 の考えを書 くだけでな く、○×ク

イズ、 友人への 手紙な どの形式 を取り
れ、多 面的な思 考を促 す。さら にそれ
を発表 させ、友 人の意 見を聞く ことに

より自分の考えを深めさせる。

自己評価

自己評 価の感想欄には、 授業の感想

と今後の消 費行動につ いての考え を書

かせる。

基礎的な知識

適切 な基準 や根 拠に基 づく 判断を するた めに
は、正しい知識が必要となる。各シートで用語の

解説や問題点のまとめの欄を配置している。
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(7) 各シートの内容と指導の留意点

考える消費者のススメ① 購入の意思決定

社会の変化に伴う消費生活の変化について、様々な問題が発生している現状を理解させ◇ねらい◇

消費生活の課題について考えさせる。

１ 大量消費社会といわれる現代の消費生活の問題点について考えよう。◇内容◇

ＳＣＥＮＥ１ 「商品の購入について質問です！」

２ 購入の「意思決定と選択」について『ＹＥＳ』と『ＮＯ』で考えてみよう！

３ 自己評価

◇留意点◇

・ で自分の商品購入ＳＣＥＮＥ１

についての考えを書かせることに

より自分も消費者の一員であるこ

とを自覚させる。

・携帯電話の購入を例に、目的や機

能など８つの観点から購入するか

どうかを考えさせる。

・各自が自分の考えを書き出すだけ

でなく、必ずＹＥＳ、ＮＯ両方の

考えを書き出すことにより、条件

、の異なる角度から客観的に考える

批判的思考を体験させる。

考える消費者のススメ② 消費者主体であるために（１）

消費者問題の発生の背景について考えさせる。また、特に被害にあう若者が多い主な◇ねらい◇

悪質商法の手口を知る。

１ 消費者問題とは◇内容◇

２ 消費者問題の移り変わりについて調べよう。

ＳＣＥＮＥ２ 『おめでとうございます。海外旅行にあなたが当選しました 』と、。

突然の電話です。

３ 10代、20代の若者に多い消費者トラブルについて、考えよう。

４ 自己評価

◇留意点◇

・時代の変化に伴って、消費者問題

も変化していることを理解させる。

・ で悪質商法に対すＳＣＥＮＥ２

る自分の対応を考え、自分も被害

者になる可能性のある消費者であ

ることを自覚させる。

・主な悪質商法の手口を調べ、多く

の巧妙な手口があることを理解さ

せる。

・悪質商法に対する今後の対応を考

えさせる。
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考える消費者のススメ③ 消費者主体であるために（２）

「 」 、 。◇ねらい◇ 消費者保護基本法 を基に 消費者の権利と消費者保護の必要性について理解させる

１ 消費者を守る法律について確認しよう。◇内容◇

ＳＣＥＮＥ３ 迷えるユキちゃんにあなたの考えやアドバイスをお願いします。

２ 消費者の権利と責任について、語群から当てはまるものを選んでまとめよう。

３ 消費行動と消費者保護についての『○×クイズ』です。よく考えてみよう。

４ 自己評価

◇留意点◇

・消費者保護の歴史と施策を理解さ

せる。

・ でユキちゃんにアＳＣＥＮＥ３

ドバイスをすることにより、消費

者は保護されるだけでなく 「権、

」 、利の主体者 としての意識を持ち

適切な意思決定や消費行動をとる

ことが消費者の責任であることを

自覚させる。

・学校付近の消費生活センターを知

らせ、消費者問題を身近なものと

とらえ、センターを活用できるよ

うにする。

考える消費者のススメ④ 消費者が生きる社会（１）

契約の意味を正しく理解し、契約における権利と義務を正しく理解できるようにする。◇ねらい◇

１ 契約とは◇内容◇

１ 契約の例をあげてみよう

２ 現在、大幅に増えている「キャッシュレス支払い」についてまとめよう。

ＳＣＥＮＥ４ クレジットカードについて質問です。

３ 契約の成立条件について、まとめよう。

４ クーリングオフ制度とは････。

６ 自己評価

◇留意点◇

・契約とは「法律行為」であり、

契約すると法的な権利や義務が

生じることを理解させる。

・クーリングオフ制度について正

しく理解させる。消費者を守る

制度ではあるものの、条件があ

るため、安易な契約は危険であ

ることを強調する。

・クレジットカードの仕組みと利

用上の留意点を理解させる。
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考える消費者のススメ⑤ 消費者が生きる社会（２）

消費者信用の仕組みと問題点ついて理解させる。◇ねらい◇

１ 「消費者信用」の利用の現実◇内容◇

２ あなたがクレジットカードを持っているとします。その場合、語群から当てはまる

ものを選んでまとめよう。

ＳＣＥＮＥ５ 消費者金融について、知っていますか？

３ 高校生になったユキちゃんは、ブランド品の洋服とバッグと靴でおしゃれしたくな

りました。約25万円かかるため 「消費者金融で借りちゃおうかな。お小遣いで毎月、

５千円ずつ返せばいいや」なんてチラシを見て考えています。そこで、チラシの具体

、的な返済額を計算して

ユキちゃんへのアドバ

イスをお願いします。

４ 多重債務について考

えてみよう。

５ 自己評価

◇留意点◇

・消費者信用の利用は、借金をす

ることと等しく、返済義務を伴

うことを強調する。

考える消費者のススメ⑥ 発言する消費者へ

自己責任の時代に消費者として何が求められているのかを理解する。◇ねらい◇

１ あなたも主体的な生活者として 「考える消費者」になろう。◇内容◇ 、

ＳＣＥＮＥ６ 発言できる消費者になろう

２ 『○×クイズ』です。よく考えて書き入れよう。

３ 友人が悪質商法や消費者信用でトラブルにあって困っているとします。その友人あ

てに、手紙を書いてください。

４ 消費者として、あなたのこれからの在り方について書いてください。

５ 自己評価

◇留意点◇

・ 友人への手紙」では、これまで「

の授業で習ったことを活用し、

具体的な解決方法をアドバイス

するよう指示する。

・書いた手紙は友人と交換し、評

価し合う。クラス内での発表も

行う。

・ では消費者保護のＳＣＥＮＥ６

法律があるものの、消費者が「考

える消費者」であることが必要

であることを考えさせる。
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Ⅴ 授業実践

「考えて行動する消費者になろう」１ 題材名

「消費者として生きる」２ 指導内容

＜家庭基礎 （３）消費生活と環境 ア 家庭の経済と消費＞

社会の変化と消費生活及び消費者の権利と責任について理解させ、消費者として主３ 題材の目標

体的に判断できるようにする。

別紙（資料編）４ 題材の評価規準

指導時数全６時間（詳細は資料編）５ 指導と評価の計画

群馬県立太田東高等学校 １年生６クラス（普通科）６ 授業実践校

７ 実践の記録

主な学習活動 生徒の意識等

○現代の消費生活の問題点を
１ まとめる。

ＳＣＥＮＥ１ 生徒の主な感想時 ○
・１つの商品を買うだ けでも、ここまで考え自分の消費行動を振り返る。

る必要があるのだと知った。間
時代の変化で便利になったけれど、問題○購入の「意思決定と選択」 ・

点も多いことに気付いた。目 について携帯電話の購入を
例に『Yes』と『No』で考え

ものをいろいろな角度から見て買おう。る。 ・
「買う」ことは絶対に必要なので、よく考えてから買いたい。○自己評価 ・

・衝動買いをしてしまうことが多いので気を付けたい。

２ ○消費者問題の定義を知る。

時 ○消費者問題の移り変わりに
ついて調べる。

間
ＳＣＥＮＥ２
悪質商法に対する自分の行動 ○生徒の主な感想目

今までは遠い存在だと思っていた悪質商を考える。 ・

法だが、身近にあるのだと知って驚い
た。○主な悪質商法の手口を調べ

あいまいな態度はとらず、トラブルにあわないようにする。る。 ・

・家族にも教えてあげて、被害にあわないようにしたい。○自己評価

○消費者を守る法律を理解す
３ る。

○生徒の主な感想
消費者を守る法律が予想していたより多くあ時 ＳＣＥＮＥ３ ・

り、驚いた。「ユキちゃん」の意思決定に
消費者は、被害にあったとき の補償を求める間 ついて考え アドバイスする、 。 ・

だけ でなく て、そうならないように事前に防げ
るように義務を果たすことが大切だと思った。目 ○消費者の権利と義務につい

・消費者にはたくさんの権利があるけれど、果たすべき義務を理解しててまとめる。
実行した上で、権利を主張することが大切であると分かった。

・私たちはあまり自覚がないが、たくさんの法律により保護されている○自己評価
立場にあることが分かった。だけれども、私たち一人一人も消費者と

して果たすべき責任もあることを自覚しておきたい。

購入の意思決定 消費生活の現状を理解し、課題を考えよう

消費者主体であるために（１） 消費者問題とその発生の背景について考えよう

絶対に巻き込まれないようにしたい。

悪質商法の手口の多さに驚いた！

消費者主体であるために（２）消費者の権利と消費者保護の必要性を理解しよう
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主な学習活動 生徒の意識等

○契約の定義を理解する。
４

ＳＣＥＮＥ４
クレジットカードについて時
の質問

○生徒の主な感想間
買い物も立派な契約だから、私も契約できる○契約の成立条件を理解する。・
立場なんですね。目 ○クーリングオフ制度につい
いろいろな契約を結ぶことによって生活がなて理解する。 ・
りったっていることが分かった。○自己評価
クーリングオフ制度は知っていたが、条件があることは初めて知った。・
クーリングオフ制度があるとはいえ、慎重に契約したい。・

。○販売信用について理解する
生徒から「ユキちゃん」へのアドバイス○

ＳＣＥＮＥ５５
消費者金融についての質問

時
○借金返済のシミュレーショ

間 ンをし、利用を考えている
「ユキちゃん」にアドバイ

目 スをする。
。○多重債務について理解する

○生徒の主な感想○自己評価
お金は簡単に借りてはいけないと改めて分かりました。・
思っていたより金利の問題って大きい。・
ＴＶで流れているＣＭを見るととても便利そうで簡単に見えるが、一つ間違・
えると大変なことになるのが分かった。

＜生徒の書いた手紙の例＞
６ ○目標とする消費者像を確認

する。
時

ＳＣＥＮＥ６
今後の消費者問題について間

目 ○消費者問題で困っている友
、 。人に手紙を書き 発表する

○消費者としての自分を考え
る。

クーリングオフによる契約の解除を書いてみよう！

消費者が生きる社会（２） 販売信用を正しく理解しよう

よく考えてから借り

ないと、返せなくな

ってしまうので、

軽い気持ちなら

借りない方がいい。

発言する消費者へ 考える消費者になろう

そこらへんの消費者じゃなく

考える消費者になる！！

消費者が生きる社会（１） 契約について正しく理解しよう

なるべく借りない方がいいが

どうしてもの場合は、金利の低い

ところで少ないお金を。
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Ⅵ 結果と考察

１ 「家庭の経済と消費」の学習に批判的思考を

取り入れ、自分の考えや行動の妥当性、理由、

動機を振り返りながら学習を行ったことで、学

習内容への関心が高まり、消費者としての自覚

を促せたか。

学習内容への関心は、図４に示すように、毎時

「どちらかといえばあった」も含めると全員にあ

ったことが分かった 「あった 「たくさんあっ。 」

た」という生徒は常に９割以上を占めており、学

習全体を通して関心が高かったといえる。

また、図５に示すように、学習内容である「購

入の意思決定 「消費者問題とその発生の背景」」

「消費者の権利と消費者保護 「契約 「販売信」 」

用」についても、ほとんどの生徒が「分かった」

「よく分かった」と回答した。

図４ 学習内容への関心

図５ 学習内容についての理解

さらに、生徒の感想として 「私たちはあまり、

自覚がないが、たくさんの法律により保護されて

いる立場にあることが分かった。だけれども、私

たち一人一人も消費者として果たすべき責任もあ

ることを自覚しておきたい 「消費者は、被害に」

あったときの補償を求めるだけでなくて、そうな

らないように事前に防げるように義務を果たすこ

5 9

8 9

3 5

6 8 6 8

4 5

4 1

1 1

5 3

3 2 3 2

5 0

1 2
5

0000

0 %

2 0 %

4 0 %

6 0 %

8 0 %

1 0 0 %

1 2 3 4 5 6

ほ と ん どな か っ た

どちら か とい え ば
な か っ た

どちら か とい え ば
あ っ た

あ っ た

た くさ ん あ っ た

70

52. 5
62

7 778
 7 1

36

2 3302 9
22

42. 5

200500

0 %

20 %

40 %

60 %

80 %

1 00 %

1 2 3 4 5 6

ほとんど理解で
きなかった
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とが大切だと思った」等の内容が多く、自分自身

の振り返りをもとに、消費者としての責任や望ま

しい消費行動に関する記述がされていた。

このことから、ワークシートに批判的思考を取

り入れ、自分の考えや行動の妥当性、理由、動機

「 」 、を振り返る ＳＣＥＮＥ で学習したことにより

生徒の学習内容への関心が高まり、知識の習得に

よって消費者としての自覚を促すことができたも

のと考える。

２ 消費者としての主体的な判断を行う場面を設

定し、批判的な思考を取り入れて自分の考えや

判断の妥当性を検討しながら学習を展開したこ

とで、消費者としての望ましい在り方と意思決

定について関心が高まり、適切な意思決定のプ

ロセスを理解することができたか。

本題材「考えて行動する消費者になろう」の学

習を終えてアンケート調査を行ったところ、図６

に示すように、ほとんどの生徒が消費者としての

望ましい在り方を理解できたと回答した。また、

適切な意思決定についての関心は、図７に示すよ

うに、９割を超える生徒が高まったと回答した。

同様に、適切な意思決定のプロセスについても、

図８に示すように、９割を超える生徒が理解でき

たと回答した。感想の主なものとしては 「授業、

ではワークシートのとおりに考えていったので、
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とてもそう思う そう思う

どちらでもない どちらかといえばそう思わない

そう思わない
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人

図８ 適切な意思決定のプロセスを理解できたか

図７ 適切な意思決定についての関心が高まったか

図６ 消費者としての望ましい在り方が理解できたか
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意思決定がきちんとできた。今度はワークシート

がなくてもこのように考えていきたい 「今の社」

会はいろいろな問題がはびこっているので、その

どの問題にも引っかからないように、今まで勉強

してきたことを社会に出たときに有効に活用した

い 「消費者の在り方について、今後どうやって」

いくかなど、考える機会がもててよかったです」

などとと述べていた。また、友人が悪質商法や消

費者信用でトラブルにあって困っていると想定し

て手紙を書かせたところ 「消費者センターに行、

って相談するといいよ。そうすれば、専門家の人

たちが解決してくれたり、解決の糸口が見つかる

よ。また 『クーリングオフ』なんていう解決方、

法もあるから、よく振り返ってみることが大切。

これを機に、物を買ったり、お金を借りたりする

時は、よく考えてから行動に移せよ！」という内

容のものが多かった。

このことから、消費者としての主体的な判断を

行う場面を設定し、批判的な思考を取り入れて自

分の考えや判断の妥当性を検討しながら学習が展

開されたため、消費者としての望ましい在り方と

意思決定について関心が高まり、適切な意思決定

のプロセスを理解することができたものと考え

る。

Ⅶ 研究の成果と今後の課題

１ 研究の成果

「 」 、家庭の経済と消費 の分野の指導に当たって

ワークシート「考える消費者のススメ」を作成し

て活用したことにより、生徒の学習意欲が向上し

学習内容の理解につながった。適切な意思決定を

するために必要な基礎知識を学ぶという点では、

授業後の自己評価でほとんどの生徒が「よく分か

った 「分った」と回答した。その上で、今後の」

「 」 「 」消費行動については よく考えたい や 慎重に

など、消費活動に積極的でありながらも主体的な

判断をしたいという意識が多くみられるようにな

った。生徒は、ワークシートの使い方に慣れるに

、「 」 「 」、したがって 知識の習得 と 自己の振り返り

「学習した上で今後についての考えをまとめる」

という一連のプロセスを身に付けていった。

この大きな理由としては 「考える消費者のス、

スメ」が批判的思考パターンを導入したプログラ

、 、ムになっており ワークシートの内容そのものが

意思決定のプロセスであったことによると考え

る。この分野の指導で陥りがちな知識の一方的な

押しつけでなく、まずは「自己の観念や行動の妥

当性を理解」し、さらに「物事の起こった原因を

理解」し 「物事の本質や価値を認識する」とい、

った段階を経て 「自分の目標を明確にし、より、

よい意思決定を行う」という各シートに組み込ま

れたプロセスを踏んでいくことにより、生徒が消

費者としての自覚を持ちながら知識の習得をして

いくことが可能になり、消費者としての適切な意

思決定のプロセスが理解できるようになったもの

と考える。

本研究を通して 「家庭の経済と消費」の学習、

に「批判的思考」を取り入れて、自己の生活や考

、 、えを振り返り 判断させながら指導を行うことが

消費者として主体的で適切な判断ができるように

。 、するために効果的であることが分かった さらに

多くの生徒の感想から、自己の考えの妥当性を判

断し、よりよい生活を目指す疑問や向上心を持つ

こ とができるようになることで、日常生活にお

ける消費者としての望ましい消費行動をしようと

する態度化を図る上でも効果があることが分かっ

た。

２ 今後の課題

今後の課題としては、ディベート的な、逆の発

想を生み出す訓練を増やすなど、思考を深める面

での指導の充実を図りたい。
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